
  

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分科会では、大会組織委員会、自治体、消防、警察の指揮機能と競技会場を含めた 
連絡系統の確認及び問題点の抽出を目的とした課題抽出型の訓練（ディスカッション）
を実施しました。 
 訓練では、立入禁止の設定範囲・安全エリアの判断、外国人選手・観客に対する多 
言語広報等の課題を抽出、関係機関・事業者で共有し、今後の連携に役立てることを 
確認しました。 

渡嘉敷選手コメント 
みんなで意識して一人でも多くの人が見ることで
防げることがたくさんあると思う。『自分は関係
ない』『自分の近くでテロは起きない』と思わず
意識していきたい！ 

 春日部市出身の女子バスケットボールのト
ップ選手である渡嘉敷 来夢（とかしき らむ)
選手をモデルにポスターを作製しました。 
 ポスターには渡嘉敷選手が相手選手のシュ
ートをブロックする写真を使用し、「テロを
ブロックする」というイメージに重ね、表現
しました。 
 ポスター掲示による「テロを許さない気運
醸成」にご協力をお願いします。 

バスケットボール女子日本リーグ 
ＪＸ-ＥＮＥＯＳサンフラワーズ所属

渡嘉敷 来夢 選手 

 
 

参加:東京オリンピック競技大会組織委員会 
   自治体（埼玉県、さいたま市） 
   さいたま市消防局 
   競技会場 
進行:東京海上日動リスクコンサルティング（株） 
   ビジネスリスク本部マネージャー深津嘉成主席研究員 


